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まず、生まれは安政２年、1855 年４月 20 日です。安政２年というのは、まだ幕末です。ペリ
ーが浦賀に来航したのが 1853 年です。ペリーが浦賀に来航した後、条約の締結があったのですが、










































































































































































































































































































































































































































































































価教育学支援会」になっています。初版本が発行されたのが 1930 年、昭和５年６月 25 日です。
牧口先生の『創価教育学体系』の発刊日が 11 月 18 日ですよね。ですから、おおよそ５か月前に
戸田先生の『推理式指導算術』の初版本が出ています。1933 年、昭和８年の 16 版までが「支援
































































































































































































































れは邪推ですが、もしかすると昭和 33 年３月 16 日に岸総理を呼ぼうということになったのは、
まだ古島との関係が残っていたのではないか、パイプが残っていたのではないか。それが可能に
させたのではなかろうか、という推測が成り立ちますね。あくまでも推測です。可能性があった
のではないか、ということです。これは今後の課題です。
ここですこし視点をかえてみます。
古島一雄は、長い期間にわたって犬養の秘書でした。犬養のことをずっと見てきたわけですね。
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犬養のことをそばにいて理解していた。その古島が、なぜ犬養を牧口に紹介したのでしょうか。
古島については、伝記をはじめとして、いくつかの研究対象が残っているのですが、それらの著
述を読んでも、牧口との関係が一切出てこないのです。牧口と古島の関係について、確証がとれ
ないのです。仕方がないので、古島が犬養をどう見ていたのか、我われが知っている牧口とどう
いう重なりがあるのかなと考え、このような手法をとることにしました。
そこでまず、古島が犬養をどうみていたのかということに、いったん焦点をあててみましょう。
なかなか資料がないので、ちょっとやっかいなのですが、古島の「人間木堂の面影」という一文
があります。
まず、田中総裁、田中義一ですね。田中義一が突然亡くなるのです。その後継でどうにかして、
犬養を引っ張り出さなければならない状況になる。そこで政友会の森幹事長が犬養に総裁就任の
ための要請に行くことになるわけです。ところが、犬養は並大抵の人ではない。並大抵の人では
ない人は面倒くさい存在です。スイッチを押し間違えるととんでもないことになってしまいます。
それを森幹事長はよくわかっていたので、側近の古島に一緒に行ってくれと頼みました。それに
対して古島がどう答えたのかというと、「ソレは御免を蒙る」と断ったわけですよ。要請があっ
たとしても一緒に行くのは嫌だと断ったわけですね。
古島曰わく、「私は政友会員ではない。が、君が折角出掛けるならば、参考の為めにコレ丈を
言って置く。犬養といふ人は打てば響く人だ、大きく撞けば大きく鳴る、小さく打てば小さく響く。
党がどうしても犬養でなければならぬといふならば、誠心誠意を以て直ちに犬養の心臓にぶつか
るの外はない」（「人間木堂の面影」、鷲尾義直編『犬養木堂伝（下）』、原書房、1968 年、631 頁）。
こういう人だということですね。犬養が総裁になるということで周りが噂していたことは、
おそらく犬養が色々な条件を出してくるのではないか。森幹事長は、それを想定していたらしい
ですね。ところがそれに対して古島は、そうじゃない。大きく打てば大きく鳴るし、小さく出れ
ばそれだけのこと。もっとも大事なことは「誠心誠意を以って直ちに犬養の心臓にぶつかる」ほ
かはないと言ったわけです。現実にどうだったのかというと、犬養は無条件で総裁の就任を引き
受けた。古島のアドバイスがきいたのですね。ものの見事です。それからこういうようなことも
古島は書いているのですね。
　「国民教育の根本を立て直す、――といふのは、明治政府以来の教育方針は、非常時に対する
忠君愛国の精神を涵養することにのみ力を注ぎ、常時に於ける立憲国民の教育といふものが閑却
されて居る、此の方針の立直しに力を注がねばならぬ、といふのが先生（犬養）の考であったの
であります」（前書、635 〜６頁）。
つまり、犬養の考えは、明治政府の教育は忠君愛国ばかりだ。忠君愛国というのは非常時の
ことである。常時のことではない。常時の教育というのは立憲国民の教育、つまり憲法に基づい
て一市民として生きていくということが非常に重要だ。そのことが疎かにされているのは非常に
困る、と言っているのですね。これは牧口の教育観に非常に近い。犬養の教育観が、古島の文章
で初めてわかりました。牧口と犬養の教育観の共通点が少しずつ見えてきました。さらに、
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「道義の標準を何処に置かれたかと言ふに、根本は儒学で、それを工夫と体験とに依って体得
されたものと思ひます」（前書、639 頁）
というのが古島の犬養評です。ここで重要なのは、儒学という学問なのですが、それを工夫と体
験とに依って体得していた、ということですね。これは牧口の教育現場での哲学に非常に近い。
牧口が『創価教育学体系』を書いたときに、これは私の体験から出たものなのだ。いままでの教
育理論は理論だけではないか。実践がないではないか。実践が大事で、体験から一つの理論を積
み上げなければならない、と言っていますので、ここでも共通点が見出せます。そして、
「先生（犬養）は又、友人知己に対しては到れり盡せりの親切な人であった」（前書、640 頁）
人に対して至れり尽くせり親切の人じゃないと、人はついて行きません。やはり親切な人に
はついて行きたいですよね。これも牧口と一緒なのかな、と思います。こうも言っています。
「一面極めて優しい方であったが、其半面には又非常に負けじ魂の強い方でありました」（前書、
642 頁）
こういう言いかたをしているのですね。どこかで聞いたことがあるフレーズですが、古島が
言っているのです。戦前に書かれたもので、犬養が亡くなった後に、様々な思い出を書物にまと
める時に、木堂の思い出として書いているわけです。
「要するに先生は信念の人であった。然らば如何にして其信念を得られたかと言へば、修練に
修練を積まれた結果に外ならないと思ふ。人間は日々向上の功を積み、死に到る迄懈ってはなら
ぬとは、先生の常に語られた所であります」（前書、646 頁）と言っています。
ここでの先生とは犬養のことです。牧口に置き換えたらどうでしょうか。もしかするとかな
り近いものがあると言ってもいいのではないかと思いますね。牧口と犬養は 16 歳違うのです。
同世代として生きたわけではありません。犬養は江戸時代の末期に生まれています。安政２年で
すから。牧口は明治４年ですから 16 歳違います。けれども非常に似通った人格を、こうした文
言から読み取ることができるような気がします。
古島は、犬養と牧口をどのように見つめていたのでしょうか。気になるところです。
牧口の犬養の死に対する感想です、
「不慮の災難に倒れられたのは、教育改革のためにも真に惜しむべきである」（『全集』８巻、
26 頁）
これがまさに牧口の心情であったわけで、おそらくまさに異体同心の同志を失った。それに
近い感覚を牧口が抱いたであろうことは想像に難くない。古島が犬養と牧口をつなぎ合わせたと
いうことは、本当に犬養のことをよくわかった古島、本当に牧口のことがよく理解できていた古
島が、接着剤のように、この二人が同じ思考法といいますか、同じものを目指す。同じものとい
うのは、究極は一人ひとりの人間の幸福ですよね。教育の果たす役割ですよね。これをどうも近
いものとして認識をして、この二人をくっつけたのではないかな、ということが十分に想像でき
ます。その意味では牧口の迫害の話ではないですが、非常に牧口も苦労し辛い思いをしながら、
なんとか自分の夢を果たすために、ありとあらゆる手を尽くした。そのなかで犬養が古島を通じ
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て牧口の思想と理想を理解して、それを全面的に応援していった。そういうことが見てとれるの
ではないかと思います。
今日ご参加の八王子市の樋口さんから、貴重な資料をいただきました。創立者池田先生が犬
養について述べられている『聖教新聞』の記事です。この内容を最後に紹介させていただいて、
今回の講義を締めたいと思います。池田先生の言葉です。
「『憲政の神様』と讃えられた犬養毅首相は述べている。『正義ハ終局の勝者也』。犬養首相は
創価教育学支援会のメンバーであった。牧口先生の大著『創価教育学体系』には、揮毫を寄せて
くださっている。犬養首相は、こうも述べている。『宗教を観て、第一に遺憾に思うのは、現代
の宗教が民衆に向かって活動して居ない一事である。願わくはなお一歩を進めて民衆の上に働き
かけて貰いたい』。特に犬養首相が強調したのは、宗教は、家庭の母たちに信念を与えるべきだ
との点であった」
牧口と犬養の重なりを、池田先生が分析されているように受けとれます。宗教がどうのこう
のというよりも、むしろものの見方として。研究を通してみるとどうもそういうようなことが言
えるのではないかと思います。
いずれにしましてもはっきりわからなかったというのが結論です。結局、様々な資料からは、
当人同士のつながりは見えてきませんでした。でも底流で繋がっていないと『創価教育学体系』
にあの揮毫を贈るということはまずないだろう。どこかでこの二人は共感をし、そして僕たちに
はわからないかもしれないのですが、なにか同じ目標、同じ理想が、この二人の目には映ってい
たのではないか。これは推測できます。
今日もあいかわらず推測が非常に多かったのですが、牧口先生が校長のときにうけた迫害を
勉強して思ったことは、まさに創価教育は一日してならずということです。牧口先生の努力、戸
田先生の努力そして池田先生の努力。こういうものの積み重ねのうえにいまの創価教育があって、
これをまたさらに次世代の人たちに伝えていく。牧口、犬養ともに抱いた青年への期待と同じこ
とだと思います。その意味で、創価教育の現場でさらに創価教育の発展のために尽くしていくと
いうことをお誓いして、今日の講義にさせていただきます。大変にありがとうございました。
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